


苑内で、全体研修のほかにもエンゼル
ケア研修やKYT（危険予知訓練）勉強
会、フィードバック研修、今回特集で
取り上げたヘルパー研修などさまざま
な研修が実施されました。
スキルももちろんですが、こういった
「あそか苑の介護士さん、看護師さんの
ケアは素晴らしいと言っていただける
ように一緒に学んでいきましょう！」
の姿勢がご利用者やご家族に伝わって
いくものなんだと思いました。

豆まきでは本気の全力で新聞紙豆を鬼に
投げつけたり、餅つき大会では小ぶりと
はいえ重い杵を片手で持ち上げられる方
や、車いすから立ち上がって上着を脱ぎ
すてて餅つきに参加してくださる方もい
らっしゃったりと、利用者さまの普段の
様子からは考えられないようなパワーを
引き出す場面に、季節イベントの底力を
感じました。みなさんに楽しんでいただ
きたい、と準備したことが報われる一瞬
です！

2018年9月に取り組みが始まってから
早くも1年半になるあそか苑周辺の地域
清掃。昆陽池周辺やサンシティホールの
あたりまで行くこともありますが、地域
の方から「ご苦労さまです」「ありがと
うね」と足を止めて声をかけていただい
たりすると、ほんとうに温かい気持ちに
なります。お買い物バスツアーが始まっ
たのは少し後の2018年12月。どちら
もこれから長く続けていくことに意義が
ある取り組みです。
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親 和 会 旅 行
淡路島縦断！
鳴門渦潮クルーズツアー
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おなじみのドリーム観光さん以外からもツアー案を出してもらった中で
食事と温泉でゆったりして帰ってくるだけではなく、体験イベントを盛
り込んで記憶に残る旅にしたい！お土産を買える場所も二か所に･･など
親和会ならではのさまざまな配慮がちりばめられた企画をしていただき
楽しい旅となりました。3日間で、合計99人が参加されました！



4 月 か ら の

新 し い 仲 間

カピラ特養
岡本翔吾さん

ウパラ特養
辻井綾乃さん

春からお世話になります。
学生時代、オープンキャンパス
のスタッフや体育祭のクラス
リーダーをつとめた経験から、
人との関わりやつながりの
大切さ、みんなで挑戦する
ことの大切さを学びました。
人を笑顔にすること、笑わせる
ことが得意なので、その長所を
活かして利用者さまを笑顔にし、
利用者さまの気持ちに寄り添える
職員になれるように頑張りたいと
思います。
あそか苑ではいろいろなことに挑
戦していきたいです。実現するこ
とは難しいかもしれませんが、利
用者さまが入りたい時間にお風呂
に入れるような施設を作っていけ
たらいいなと考えています。

春からお世話になる岡本です。
私は小学校の頃に始めた野球を現
在も続けています。はじめたころ
は決して上手くはなく、劣等感を
持っていましたが、努力を続けた
ことでコーチやチームメイトか
ら認めてもらうことができまし
た。また、専門学校時代に参加
した数多くのボランティアでは
一つひとつの施設でどのような
方がいてどのように接していっ
たらいかを考えた結果、人見知
りだった自分が利用者さまとの
コミュニケーションに自信を持
てるようになりました。
長所は責任感が強く物事を中途
半端に投げ出さないことです。
専門学校のクラス委員長を務めた
際には、投げだしそうになったこ
とも仲間と協力して最後までやり
切ることが出来ました。
今後あそか苑では、利用者さまが
施設の時間に合わせるのではなく、
利用者さま一人一人の時間に合わ
せた支援をしていきたいです。

これから一緒に
盛り上げて

いきましょう！






